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１．はじめに 
 上水道施設における配水池などの耐震補強工事では、広範囲にわたってコンクリート表面の古い塗膜除去や

研掃などの表面処理が行なわれる。従来のウォータージェット（以下、ＷＪと表記）による表面処理は主にハ

ンドガンを用いた人力によるものであり、作業員の技量に左右されること、施工中のミストや粉塵などの飛散

による作業環境の悪化などの問題があった。このような問題点を解決し、かつ広範囲な領域を効率よく表面処

理することを目的に、自動運転による表面処理の均一化とミストや粉塵などの飛散を少なくできるＷＪ表面処

理機を開発した 1)。壁・柱を表面処理する壁・柱用ＷＪ表面処理機を開発したのち、今回、適用部位を拡充し

た天井用ＷＪ表面処理機を開発し、実工事に適用した。 
２．天井用ＷＪ表面処理機の概要 
 ＷＪ表面処理機の外観を図－１、写真－１に、諸元 
を表－１に示す。 

ＷＪ表面処理機は、ＷＪ装置を装備した多関節型ロ 
ボットを水平移動できるロボット架台に組み込み、こ 
のロボット架台を上下させる昇降装置をクローラ型ベ 
ースマシンに搭載したものである。 
 作業時の処理機全体の安定度を確保するためにアウ 
トリガーを装備しており、アウトリガーを伸張しなけ 
れば、昇降装置が作動しない機構とした。 
 ＷＪ装置には、天井までの距離を一定に保ち、ミス 
トや粉塵の飛散を少なくできるように、ガイドローラ 
を４角に設置し、天井との隙間を覆うブラシを付けた。 
さらに、内部には吸引孔を２箇所設け、バキュ―ムに 
よる回収を可能にした。 
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図－１ ＷＪ表面処理機の外観 

写真－1 ＷＪ装置（飛散防止機能付） 

回転噴射装置 

吸引孔 

ガイドローラ 

ブラシ 

表－１ ＷＪ表面処理機の諸元 
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３．施工手順 

 走行装置を固定し、昇降装置を所定の高さへ合わせ、図－２

に示す施工範囲の端部２点（ティーチングポイント）を手動操

作により記憶（教示）させる。 

 教示後、以下の動作が自動的に行われる。 

(1) 教示された範囲を①～④の区分に分割する。 

(2) ①区画から一筆書きの軌跡を描き、設定された一定速度と

間隔でＷＪ装置が移動して表面処理を始める。 

(3) ロボット架台が固定した状態で多関節型ロボットが動作し

て①区画の処理を終える。 

(4) その後ロボット架台が移動し②区画以降を同様に処理する。 

写真－２に③区画を表面処理している状況を示す。 

４．実施工の適用 
 実施工の事例を２件紹介する。上水道施設の給水所内の配水

池における天井部の研掃（写真－３）と塗膜除去（写真－４）

である。 

4.1 研掃 

 研掃は、コンクリート構造物の表面処理で、耐震補強箇所の

コンクリート表面の目粗しを行う作業である。 
 施工は、屋外に超高圧水発生装置（水圧 200MPａ）を配置

し、天井部５箇所の施工面積 208 ㎡を移動速度 5.0ｍ/min で行

った。処理機は施工箇所への移動距離が長く、１ケ所当りの面

積が小さいため、施工効率は人力とほぼ同程度であった。 
4.2 塗膜除去 

 塗膜除去は、劣化したコンクリート表面の塗膜を除去する作

業である。本施工では、ミストや粉塵などの飛散物による作業

環境悪化を防止するため、屋外の超高圧水発生装置（水圧

200MPａ）に加え、バキューム車（風量 40ｍ3/min）を配置し、

除去した塗膜などを強制的に回収した。 
施工は、施工面積 421 ㎡の天井部を移動速度 0.8ｍ/min で行

った。施工効率は、人力と同等であった。 
５．おわりに 
 先に開発した壁・柱用ＷＪ表面処理機では、施工効率がハン

ドガンの約 1.4 倍向上した。一方、今回の天井用ＷＪ表面処理

機では小面積、狭隘な構造物の中での移動と設置に時間が大幅

にかかったこともあり、施工効率は人力と同程度であった。 
開発した天井用 WJ 表面処理機は、高所足場の設置を常時必

要とせず、研掃、塗膜除去作業が施工できることを確認した。

今後は、改良、改善点を抽出し、施工効率の向上を図っていき

たいと考えている。 
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図－２ 天井面の施工範囲 

写真－２ 実証実験による表面処理状況 

写真－３ 施工状況（研掃） 

写真－４ 施工状況（塗膜除去） 
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